
-

I
 

2
 

t Ifんぶん

《甚本文》
11ん itい がくせい

先生は学生に
は,;1

母は午どもに

11ん t

本を 読ませました。
み

テレビを 見させませんでした。

~ 1例；ごはんを
llん

(1)本を （読みます）。

に bつ

(3)荷物を （持ちます）。

(5)麗を （手伝ぃます）。

(7)雌乍薔で （繭べます）。

（使いません）。

t・ 

（食べます）。

(9)パソコンを

→ ごはんを
さくぶん

(2)作文を
．． 

(4)丞釦
ヘ ゃ

(6)部屋を
せき

(8)席を

(10)おやつを

た

食べさせます。
か

（書きます）。
さん ぼ

（散歩します）。
そうじ

（掃除します）。
t・ 

（立ちます）。
た

（食べません）。

れい せんせい

2例；先生「和紐みましょう」→母至が

せんせい がくせい

→ 先生は学生に 菜を嘉ませました。

せんせい

(I)先生
さくぶん か

「作文を 書きましょう」→皐笙が さくぶん

こうちょうせんせい にほん ＿．

作文を

(2)校長先生「日本語で 貞己蒻芥を
にほん＿．

→みんなが 日本語で 盲己蓋芥を
--

(3)コー
一つてい

チ「校庭を是れ」→蘊和ゞ

和
ょ

読んだ。

(4)コーチ「トレーニングを
ぶちょう

(5)部長
しよるい

「書類を

(6)貞湿噴泊？を

（） 
ははおや

7母親「にんじんを

(8)菟叶羹のパソコンを

した。
-. 
-つてい

校庭を

しろ
せん しゅ

」→選手が

か

書いた。

しましょう」

はし

走った。

した。

コピーした。

なかった。

属めてください」
た

食べなさい」
つか

使わないでくれよ」

トレーニングを

コピーしてください」→為薔が 薔藷を

ぷか

→部下が
しりょう

資料を
あっ

こ

集めた。

→子どもが にんじんを査べた。
おと うと

→弟がパソコンを伍ゎ
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→ 

やさい

野菜を
た

食べる）。
やさい

野菜を
た

食べさせる。
けいたい

携帯を特っ）。

恥手伝ぅ）。



(3)わた
しの緑では

がくせい

菟産は （学生が
ぶちょ 9

eみ

(4)部長は 「君が

闘（わたしが
しょうらI'

(5)将来のことを

(6)笈は笙蓮へ
さIt からだ

(7)ぉ酒は体に

(8)おじいさんが

ゞ

ま
,
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ヵ
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が
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ぃ入

的親

つ

、
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の乗

ご語

5

父

を

き

で

ご語

く

払本

纂

て

と

の

こ

栄

て

に
日

れ

に
口
日

ぉ

ぇ

＜

ぃ

記

寄

ぃ行
益
‘ご
電

ぃ入

じ1うず

上手になるように、

書<)。
いら ばん

一番 おいしい」と曾って、

えいク

英語を
うんてん

運転した）。

ぉ釦

なら

習った）。

（ぼくが

ヽ

飲まない）。

扁を立った）。

4 Iグループ
れい わら

例；笑います
てつだ

(1) 手伝います

(2) 嘉きます

(3) 箪きます
おも だ

(4) 思い出します→
ま

(5) 待ちます
えら

(6) 選びます
あそ

(7) 遊びます
つつ

(8) 包みます
かざ

(9) 飾ります
ぉ

(10)折ります

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

わら

笑わせます
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I11グループ

(1) します
恥 こん

(2)結婚します
けんがく

(3)見学します
しょうたい

(4)招待します
き

(5) 来ます
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→ 
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→ 
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かつよう つく かた

活用の作り方
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作
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み

り
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カ

カ

さ

た

な

ば

ま

ら

しえきけい

使役形
か

買わせます
か

書かせます
いそ

急がせます
け

消させます
ま

待たせます
し

死なせます
ょ

呼ばせます
ょ

読ませます
と

取らせます

11グループ

けし‘ しえき Itい

ます形 使役形

た た

食べ ます 食べ させます

お お

起き ます 起き させます

rnグループ

Itし‘ しえきけい

ます形 使役形

します させます

き

来させます来ます
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